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本邦下部白亜系の対比

小畠郁生・松本達郎

Correlation of the Lower Cretaceous formations in Japan 

Ikuwo 0BATA and Tatsuro MATSUMOTO 

Abstract 

Figure 1 shows the distribution of the Cretaceous outcrops with indication of the 

areas (1-7), where the Lower Cretaceous formations are known. In this report results 

of the recent biostratigraphic investigations in these areas are outlined, with a concise 

summary of our present knowledge. In the list of references papers in press, as well 

as the recently published ones, are indicated. 

Correlation with the reference sequences in Europe and other regions as well as 

within Japan is attempted as far as possible on the basis of ammonite genera and species-

groups that commonly occur in the regions concerned. A tentative result of the 

approximate correlation of the main formations in Japan is presented in Fig. 2. As a 

conclusion the following approximate correlation can be made between the Japanese and 

international scales. 

Japanese scale International scale 

Kl (Kochian) Berriasian plus Valanginian 

K2 (Aridan) H autenv1an plus Barremian 

K3 (Miyakoan) Aptian plus Albian 

Recent acquisitions have enabled us to correlate more precisely than in previous knowle-

dge (e. g. MATSUMOTO, 1954, 67, 69) the Japanese scale with the international one. 

Selected indices of the Japanese Lower Cretaceous are shown in Fig. 3. The Bar-

remian to Albian indices are subdivided into three major groups, i. e. Desmocerataceae, 

Hoplitaceae plus Acanthocerataceae, and Lytoceratina. They seem to roughly represent 

dwellers of off-shore sea, shallow sea and intermediate sea respectively. In our present 
knowledge several questions remain, especially about the Valanginian, Hauterivian and 

Lower Aptian ammonite species, and the position of the boundaries between successive 

stages. However, the Japanese sequence of the species will contribute to the Lower 

Cretaceous interregional correlation. 

はし が き

本邦の下部白亜系の中には，植物化石層や非海生貝

化石を産する地層，三角貝などの浅海生貝化石を産す

る地層，石灰岩（サンゴその他）を含む地層，メガ化

石のまれなフリッシュ相の地層，アンモナイトを含む

地層があり，これらが地域差を持ちながら，種々の形

で累重している．化石の中で，ァンモナイトは時代決

定に有効であって，これに基づいた対比論は重要であ

る．
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アンモナイトによる下部白亜系対比論は， 1時代前

のSHIMIZU(1931)の研究以後，総括的なものがない．

最近各地域の層序・化石の研究が盛んになり新知見も

増してきたので，これらを基礎に，さらに若干の未発

表資料も加えて，総括的対比を試み，今後検討すべき

部分も指摘しておきたい．

現在多くの人が使っている日本の白亜系の 6区分

(Kl-K6)は， YABE (1927)の主旨を生かして改

良した (MATSUMOTO,1943, 1963, 1967) のである

が，下部白亜系は上部に比べれば，不正確で暫定的な

ものであった．すなわち各地に散在する含化石層を堆

積サイクルの考えを入れて補いながら対比総括した，
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166 小畠郁生・松本達郎

いわば総合的の認識によるものであった． しかし， 日

本のように地殻変動の著しい地域では堆積サイクルの

認定自身に困難のあることがあるし，認定出来たとし

ても時代対比に使ってよいという保証は必ずしもない．

最近は年代測定データのある火成活動との関連から，

堆積には地域的のずれがあるのではないかという見方

が強まっている. (SHIBATA et al. , 1977). 仮に区

分名は踏襲するとしても，その定義には再検討が必要

である．本諭文では，アンモナイトの化石眉序学的資

料を地域ごとに整理し，それに基づく国際対比の論述

を試み，下部白亜系区分の再定義に資する．

各 説

本章では，地域ごとに，ァンモナイトを含む下部白

亜系の屑序とその産出種について，資料を示す．ただ

し本論文では附序学的記述を必要最小限に止め，詳細

は地域地質の各論文に譲る．第 1図は本邦白亜系分布

略図であるが．この中に番号を付けて，ァンモナイト

を産する下部白亜系の露出地区を示した． この番号は，

本章各説の番号と合わせてある．

1. 北海道主部

la. 礼文島：エゾ地向斜 (MATSUMOTO,1943)の

比較的初期の堆積を代表する空知層群は，最近コノド

ントから三畳系の存在が指摘されているが，時代を明

示するメガ化右は乏しい．礼文島の空知眉群類似層か

ら大森保ら (1959)が採集したアンモナイトは, Uhlか

gia sp. とPulchellia(Caicedea) sp. であって（松

本， 1964a, p. 152), ともにバレミアン階下部を示唆

する．

lb. 天塩中川郡：中川町歌内ペンチナイト下流で，

下部エゾ層群の下部の頁岩から橋本亘が採集した大型

アンモナイトは，北海道地下資源調査所にあり，これ

を見ると Parahoplitessp. aff. maximum SINZOW 

と称すべきものである．他にサコタン）II沿いで，

Pseudohaploceras sp. , Kossmatella sp. などのア

ンモナイトが松本により採集されている．

le. 添牛肉・幌加内地域：天塩山地南西綿の本地域

では，ソウウンナイ川右岸の頁岩中 (loc.R34)から

アルビアン上部を示す Neokentrocerassp. などを松

本・岡田が得ており， これより下部の転石 (R27p)に

Desmoceras(Pseudouhligella) dawsoni shikokuense 

(Y ABE et SHIMIZU)が多産した．同地域の幌加内村

政和一線の沢の下部エゾ屑群のシルト質細砂岩層に外

型だけではあるが， Oxytropidocerassp. を産し（橋

本ら1965,p. 11), アルビアン中部が示唆される (Coll.

No. 30403を松本も見せて頂いた）．

ld. 三笠市幾春別川流域：ここでは幾春別背斜の中

軸部に下部白亜系が現出している． しかしこの背斜は

単純でなく，西に領倒し，かつかなりの規模のスラス

トを伴っている．両哭の三笠四砂岩に両された軸部の

フリッシュ相の地暦が下部臼亜系であるが，湯ノ沢の

砂岩の墓底以上を中部エゾ層群とみなしたい．従って

スラストのすぐ東側の一帯に下部エゾ肩群の一部が分

布することになるが，その一帯から Puzosia(Ana-

加 zosia)sp. , Dipoloceras sp. aff. D. pseudaon 

SPATH, Lyelliceras cf. lyelli (D'0RBIGNY), Dou-

villeiceras sp. が得られており，アルビアンの下半部

とみなされる．中部エゾ唇群では，湯ノ沢砂岩のすぐ

上位の頁岩 (loc. Ik 1091) から Oxytropidoceras

(Adkinsites) sp. aff. 0. (A.) bellmapi (MARCOU) 

とベレムナイト Neohibolites; さらに上位 loc. Ik 

1058, Ik 1099から M.(Cantabrigites) imaii (YABE 

et SHIMIZU)がかなり多産し， Mortonicerassp. 

aff. M. (M.) hulenum (ANDERSON), M. (Deira-

doceras) sp. を伴い， さらに上位の loc.Ik 1095か

ら M.sp. aff. M. (Deiradoceras) besairiei COL・ 

LIGNONが得られていて，アルビアン上半部を示す．

西翼の相当層からは Puzosiasubcorbarica MATSU-

MOTO, Ammonoceratites ezoensis (YABE), Ana-

gaudryceras sacya (FORBES), Pseudohelicoccras 

sp. が産し， loc. Ik 2030c (奔別川）では l¥fatsu-

motoceras HOEPEN, 1968に同定出来る大型フ゜ゾシ

ア類が得られた．東西両翼で共通種が少ない事実は注

目すべきである (MATSUMOTOet al., 1977). 

le. 万字地域：夕張山地の主部を占める本地域の中

部エゾ屈群主部からは，次のように約17属30種を含む

化石群の内容が判明した（小閉・ニ上， 1975): Hypo-

phylloceras sp. , Desmoceras (P.) da切sonishiko-

kuense, Desmoceratid(?) sp., Puzosia sp. aff. 

subcorbarica, Puzosia (?) sp. , H叫enites(?) sp., 

Hulenites sp. aff. alaskana(!MLAY), Marshallites 

sp., Mortoniceras (C.) cf. imaii, Mortoniceras 

(Deiradoceras) sp. aff. balmatianum (PICTET), 

M. (D.) cf. devonense SPATH, 111. (D.) sp. aff. 

albense SPATH, M. (D.) sp., M. sp., Diplasio-

ceras tosaense (MATSUMOTO et HIRATA), Hyste-

roceras sp., Neophlycticeras sp. aff. spat hi 

BREISTROFFER, Tetragonites sp. aff. kitchini 

(KRENKEL), Tetragonites sp. , Parajaubertella 

sp. aff. kawakitana MATSUMOTO, Parajaubertella 
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第 1 図 日本の臼亜系分布図，下部白亜系の発達地域を数字で示す

Fig. 1. Map showing the distribution of the outcropping Cretaceous 
deposits in Japan, with indication of the Lower Cretaceous areas (1-7). 
1: Hokkaido (1 a: Rebun, 1 b: Teshio, 1 c: Soeushinai-Horokanai, 1 d: 
Ikushumbets, 1 e: Manji, 1 f: Yubari, 1 g: Oyubari, 1 h: Furano, 1 i: 
Hidaka, 1 j: Urakawa.). 
2: Kitakami-Abukuma (2 a: Miyako, 2 b: Ofunato, 2 c: Oshima, 2 d: 
Ojika, 2 e: Soma) 
3: Kwanto (3 a: Choshi, 3 b: Sanchu, 3 c: Koma) 
4: Akaishi (Todai) 
5: Kinki (5 a: Shima, 5 b: Yuasa) 
6: Shikoku (6 a: Katsuuragawa-:-Nakagawa, 6 b: Monobegawa-Kochi, 6 c: 
Shimanto, 6 d: Hiromi) 
7: South Kyushu (7 a: Yamabu, 7 b: Haidateyama, 7 c: Yatsushiro, 7 d: 
Amakusa) 
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168 小畠郁生•松本達郎

sp. , Anagaudryceras (?) sp. , Pseudohelicoceras 

sp., Mariella (Mariella) sp., ldiohamites(?) sp., 

Neohibolites(?) sp., Inoceramus anglicus Woons, 

Inoceramus sp. 万字地城下部白亜系中には化石を多

産する 2層準があって，上記各種はいずれもその上位

層準から産出した．他方，下位層準からは， M.(D.) 

aff. albense SPATHとMortonicerassp. を産する．

lf. タ張ドーム：万字地域の南方約6kmに当たるこ

この中部エゾ層群主部からは，次の13属18種が報告さ

れた (MATSUMOTOand HARADA, 1964); Hypo-

phylloceras sp. , Desmoceras (P.) dawsoni shi・

kokuense, D. cf. retus MURPHY et RODDA, 

Puzosia subcorbarica, Hulenites aff. alaskana, 

Marshallites sp., Mortoniceras (C.) imaii, M. 

sp., M. (Deiradoceras) sp., Tetragonites sp., 

Anagaudryceras sacya, Pseudhelicoceras sp. , 

Hamites sp., Hamitoides sp., Lechites (?) sp., 

Inoceramus anglicus, I. cf. anglicus-crippsi gro-

up, I. concentricus subsulcatus WILTSHIRE. 

lg. タ張川上流（大夕張地域）：ここでは，白金沢

上流 (loc.Y5091)で，中部エゾ層群下部から，アル

ビアン上部を示す下記のような化石が得られている

（松本・岡田， 1973): Desmoceras (P.) dawsoni shi-

kokuense, Hypophylloceras velledae (MICHELIN), 

Pachydesmoceras (?) sp., Anagaudryceras ma-

draspatanum (BLANFORD), Pseudohelicoceras sp. 

aff. spinosum (KOSSMAT), Hamites cf. duplica-

tus PICTET et CAMPICHE, Psilohamites sp. など，

遠洋遊泳性に混って異常巻きアンモナイトが若干ある．

この上位 loc.Y5095-5097からも D.(P.) dawsoni 

shikokuenseなどが得られている (HIRANOet al.' 

1977). タ張山地では下部エゾ層群の中部に含Orbito-

linaウルゴン相石灰岩が従前より知られている(YABE

and HANZAWA, 1926; 松本， 1964).

lh. 空知郡中富良野町：山部の南西の中部エゾ層群

主部から Mortonicerassp. が報じられ（橋本，1953;

松本， 1977), アルビアン上部が示される． 同じく山

部の東京大学演習林内のオンコノ沢の周りの山嶺部

に5万分の 1地質図（橋本， 1953)で，かって佐久相

当層の近藤山砂岩として図示された典型的なフリッシ

ュ相の地層からは白亜紀前期を示すNanonavisyoko-

yamai (YABE et NAGAO)をかなり多産し，下部エ

ゾ層群の下部を占める富問砂岩の一部である（松本，

岡田， 1973). オンコノ沢上流の転石の細粒砂岩から

は，宮古統に特有な Neithea(N.) ficalhoi (CHOF・

FAT)及び未鑑定の小型アンモナイトが得られた．こ

れは下部エゾ層群中の砂岩由来か，中部エゾ層群基底

部の砂岩由来かは断定出来ないが，佐久層相当のもの

ではない（松本・岡田， 1973).

li. 日高町付近：沙流川本流の下部エゾ層群中部の

下部から含 Orbitolina石灰岩が確認され，泥質細粒

砂岩から Douvilleicerassp. aff. mammillatum 

paraeocox CASEYの存在が報告され， アルビアン下

部であることが示された（小畠ら， 1973).

lj. 浦河地域：本沢と高津山に分布する礫岩の下位

に，頁岩•砂質頁岩を主とし，平行葉理のある細粒砂

岩を突在する地層があって，時に成層砂岩をもはさむ．

化石は少いが，この頁岩勝ちの地層から由来したこと

の確実な石灰質団塊の転石から， Mortoniceras cf. 

kiliani (LASSWITZ), Desmoceras cf. latidorsatum 

(MICHELIN)が得られ，アルビアン上部を示す（松本

• 岡田， 1973).

工ゾ地向斜における空知層群プロバーからはアンモ

ナイトは未発見である．礼文島の空知類似層は，時代

的にはむしろ北上の陸中層群原地山層相当といった方

がよいかもしれない．下部エゾ層群と中部エゾ層群の

下半部は，化石をまばらにしか産出しないフリッシュ

相の砕屑性地層群である．一般に摺曲や断層があり，

正確な層序をとりにくい所が多いこと，化石の保存が

良くないことなど，北海道の下部白亜系の化石層序学

的研究に当たってかなり不利な条件がある．しかし，

上記のようにこの中のアンモナイトの化石屑序をある

程度まで明らかにすることが出来た．その結果，下部

工ゾ層群はほぼァプチアン上部からアルビアン中部の

下部，中部エゾ層群主部の下部はアルビアン中部の上

部から，アルビアン上部と判明してきたが，今後更に

探究を続けなければならない．

2. 北上・阿武隈山地

2a. 官古地域：北部北上の太平洋側には，宮古統の

名の由来した宮古層群が露出する．同層群は白亜紀前

期当時の陸棚浅海層である．ここには，密巻き平滑・

複雑縫合線型の遠洋遊泳性のものの外に，緩巻き装飾

・単純縫合線型の浅海域ァンモナイトをかなり産出し，

また異常巻きの属種も産する．宮古層群産頭足類につ

いては古くは SHIMIZU(1931)の記載があるが，現

在約60種の頭足類化石を産することが判明し，小畠が

研究記載の途上にある（花井ら， 1968;0BATA, 1967 

-69, 73-75). 記載ずみの種は， Valded町 sellaaku-

schaensis (ANTHULA), V. getulina (CoQUAND), 
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V. sp., Miyakoceras tanohatense OBATA, M. 

hayamii OBATA, Uhligella matsushimensis (SHI-

MIZU), Pseudohaploceras nipponicum SHIMIZU, 

Nolaniceras yaegashii (SHIMIZU), Hypacanthop-

lites subcornuerian匹 (SHIMIZU), Diadochoceras 

nodosocostatiforme(SHIMIZU), D. sp. aff. nodoso-

costatiforme (SHIMIZU), Eodouvilleiceras matsu-

motoi OBATA, E. sp. aff. matsumotoi OBATA, 

Douvilleicevas mammillatum (ScHLOTHEIM) , 

Pseudoleymeriella hataii 0BATA, P. hiranamensis 

0BATA, Cymatoceras pseudoneokomiense碑 IMIZU

である．これら宮古層群産主要頭足類とその層序的産

出順序は， 0BATA(1977)の表に要約してある．北海

道の宮古統がフリッシュ相であるのに対し，東北日本

の宮古統は当時の構造山地の肩に当たる狭い陸棚浅海

層である．

2b. 大船渡市：末崎町小細浦東方産の小型アンモナ

イトについて，村田正文教授から松本は鑑定を依頼さ

れたが， 縫合線もよく見え， 変形も少なく, Holco-

discus sp. の未成年殻であろうと考える．成年殻が得

られてから種名を決めたい．いずれにしろ，バレミア

ン下部が予想される．

2c. 気仙沼市大島： かつてジュラ系上部とされた

磯草•長崎層から Thurmanniceras isokusense 

(KOBAYASHI et FUKADA), Protacanthodiscus 

akiyamai (SATO), Berriasella sp., Olcostephanus 

sp., Kilianella sp., Spiticeras (S.) cf. binodiger 

UHLIGをSATO(1959, 1961a)が記載してベリアシ

アンの存在を論じた後， TAKAHASHI (1973)も最上

部ジュラ系とベリアシアンがほぼ確実に整合に重なる

ことを認め，いくつかの種を記載した．

気仙沼市大島では，磯草層の上位に非整合で古期安

山岩から成る鼎浦層が発達し，その上位に海成層の大

島層がくる． 大島層上部からはかつて Crioceratites

ishiwarai (Y ABE et SHIMIZU)が記載された (YABE

and SHIMIZU, 1926). 本種は C.nolani (KILIAN) 

ないしは C,duvali (LEVEILLE) と密接な類縁関係

にあるという原著者の考えに賛成である．その産地は

横沼南東の白糸浜であったが， 1956年に小畠は速水と

同行して，横沼南西海岸でかなり保存の良い同種の標

本を得ている．

2d. 牡鹿半島： 牡鹿層群最上部の鮎川層下半部か

らもベリアシアン・アンモナイトを産することが報告

され，次の諸種が記載された(SATOand TAKIZAWA 

IN TAKIZA WA, 1970): Berriasella sp. , Thurma-

畑 icerascf. isokus紐 se,Kilianella sp. 

2e. 相馬地方：阿武隈山地でかつてジュラ系に対比

されていた相馬層群最上部の小山田層から Parakili-

anella umazaw磁 sisSA TO, Thurmanniceras sp. , 

Berriasella sp. が記載され，ペリアシアンの存在が

確認ざれた (SATO,1961a, b). 

上述のように，北上山地南部から阿武隈山地東部に

かけて，ジュラ紀から白亜紀にわたり堆積の中断が無

かったことが明瞭であって，当時の古地理の推定上も

重要な事実とみなされる．

3. 関東地方

3a. 銚子半島：ここの下部白亜系からは，かつて

SHIMIZU (1931)が犬吠崎付近の砂岩より 4種類のア

ンモナイトを記載した．最近，化石層序を再検討し，

総計40種に及ぷ頭足類化石の産出を報告出来た．詳細

は最近出版された小畠ら (1975)の記事を読まれたい．

これによると次のように結論される（上から下へ）．

地層名の横に，識別されたアンモナイトの種数を併記

する．

酉明浦層： 5種 上部アプチアン下部吋 塩言eras(E.) martini-

層長崎鼻層： 1種

群l:;:::::l口ご::.こ。2ご；i帯

下部

ー不整合-{r盃チアン 3化石帯｝欠如

バレミアノ、2~3化石帯

最
下伊勢路ケ浦層： 22種下部パレミアン下部
部

なお銚子層群のアンモナイトと英国のアプチアンの標

準層序のそれとの国際対比については次章で記す．

白亜系銚子層群を長崎鼻で覆う新第三系名洗層の基

底礫岩中より，誘導化石としてのアンモナイトが発見

された．これは鮮新世前期とされる斧足類・腕足類・

サメの歯・鯨の耳石などと共産する．アンモナイトの

種類は， Puzosia cf. subcorbarica, Mortoniceras 

(M.) sp. を含み． ともにアルビアン後期の示準化石

である．従って，本地域では少くともアルビアン後期

にも堆積が行なわれたことは明確である．白亜系は中

新世ないし鮮新世に隆起・侵蝕を受けていたのであろ

ぅ．

3b. 山中地溝帯： ここの白亜系産アンモナイトに

ついては．かつて YABE et al. (1926)により計11種

が記載されている．最近 0BATAet al. (1976)は石

堂層上部より Barremites(B.) aff. strettostoma 
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(UHLIG) と Heteroceras(H.) aff. astieri D'OR-

BIGNYを記載する一方， 石堂層の時代について検討

した．石堂層にはアンモナイト化石を多産する 2履準

があって，石堂層上部からは15履24種，同図下部から

は6属 6種の産出を報告した．上部層産アンモナイト

中注目すべきは， 前述 2種の外， Pseudohaploceras

(?) otsukai (YABE et SHIMIZU) と Anahamulina

sp. aff. subcylindrica (D'0RBIGNY)であろう．一

般に Heterocerasと Pseudohaplocerasはバレミア

ンからアプチアンまで存続し，一方 Anahamulinaと

Barremitesはオーテリビアンからバレミアンまで存

続する (WRIGHT, 1957). 従ってこれらの共産はバレ

ミアンということになるであろう．詳しい囲際対比に

ついては次章で述べる．

松J/1(1977) によれば，石棠閤の製下部は多くの場

合基底礫岩より始り， これは秩父累層群すなわち万場

同（石炭紀後期～ペルム紀中期）・上吉田層（三畳紀

後期）・両神廣（三畳紀後期）のそれぞれ異なる居準を

切って著しい頒斜不整合で乗る．石堂屑の上位にくる

源林屑の下部は外帯の宮占統に特徴的とされる Cos-

tocyrenaを伴う汽水生動物群を産する． 瀬林囮上部

の砂岩・頁岩有律互屑のパターンは海進時に特徴的な

ものと解釈された．三山閤は白韮紀後期チューロニア

ンの堆積物とされる（武井， 1963)が，下位の瀬林層

の各図準のみならず， さらに下位の石棠閤をも不整合

で裂い，全体として下位屈に著しい斜交不整合を示す．
こ ま

3c. 高麗川流域：関東山地東緑の埼玉累高麗川河床

に発見された白亜紀贋は，山中地溝帯の南東延長上に

位濫し，砂岩・頁岩頻互層と礫岩から成り，砂岩は石

灰質で石灰藻化石を多産し，山中地溝帯の宮古統に酷

似する（渋谷・堀口， 1967). 後に，この地贋からは

有孔虫 Orbitolinaも発見された（松丸ら， 1976). 高

甕川河床の臼亜系は，岩相居序上から，瀬林層の上半

に対比されよう．

4, 赤石山地：戸台開は，従来は岩相謄序と三角貝

等化石により，ほほ有田統とされていた．前田・北村

(1965) によると，戸台層は 3つの堆租輪廻により，

上・中・下部眉に 3分される．このうち上剖層の最上

部頁岩円などから，北村健治によりアンモナイトが発

見された．同氏の御厚意により，松木はこれらの化石

鑑定を依頼されたが，二次的の変形が甚しく，鑑定は

かなり困難である．予察的には， Diadochoceras (?) 

sp., Hypacanthoplites sp., などを含み， これらは

むしろ上部アプチアンの上部を示すことになる．下限

の決定とともに更に今後の検討を要する．

5- 近畿南部

5a. 志摩半島：この半島の中生界にはほとんどアン

モナイトの資料が無かった．志摩半島東部の秩父累帯

南帯の今浦居群（山際・坂， 1967)から， 山際延夫

は1つの小さい原本を採集している． 側面観は一見

Proleymeriellaに似るが， 確実なことはいえない．

産地は青峰山東南廊の青蜂山松尾口新登山道沿いの泥

岩中からで，同一産地から二枚貝 5種・ウニ 2種が発

見されており，上部ジュラ系とみなされている．従っ

て，化石鑑定と時代判定の上で問題が残っている．一

方，半島西部の秩父帯南縁部の下部白亜系五ケ所廣群

（坂・ 塚本， 1975)から塚本員久が採集したアンモナ

イトがあって，坂氏の御厚意により，小畠が鑑定を依

頼された．結果は， Anahoplites(?) sp., ldioha-

mites (?) sp., Lytoceras (?) sp. であって，アル

ビアンが示唆される．要するに，志摩半島にOOしては，

今後，詳細な化石層序学的検討が期待される．

5b. 湯浅町付近：和歌山県同町付近に分布する有

田暦は，西南日本外帯の秩父帯に属し，白亜紀前期を

3分した場合の中部 (K2) を代表する地層と目され，

有田統という名称はここに由来する． これを従来はア

リタと読んでいたが，アリダが正しいので，改称する．

有田唇については，かつて松本 (1947a, b) の研究

があったが，最近，小畠・小川 (1976)が揚浅町北方

の有田居を検討した．その結果，有田唇中部層すなわ

ち粗粒砂岩屈からは 9属10種，上部層のシルト岩開か

らは16属22種，最上部層の砂社・頁岩互属からは15属

19種の頭足類化石が知られるに至った．詳細は上記論

文を参照されたい．国際対比については次章で述べる．

6. 四 国

6a. 勝浦川・那賀川流域：徳島県の本地域の白亜系

は，紀淡海峡を距てて対岸の和歌山屎楊浅地方や有田

川流域のものとともにかなり化石を産出するので重要

である．下部白雨系の蛾上部を占める陳川屑は，主に

頁岩から成り砂岩を幾らか伴う海成廣で， Desmoce-

ras (P.) dawsoni shikokuense, Mariella sp. aff. 

cantabrigiensis (JUKES-BROWNE), Hypophylloceras 

yeharai NAKAI et MATSUMOTO が記載された

(NAKAI and MATSUMOTO, 1968). 藤川眉より下位

の地岡では，中居 (1968) によって“羽ノ浦胴”から

アンモナイト 8属 8種が報告されているが，まだ記載

は行なわれていない． このうち対比上注目すべき種は，

Cheloniceras (Epicheloniceras) cf. martinioides 

CASEYと Tropaeumcf. drewi CASEYであろう．

SHIMIZU (1931) はアプチアンを示す Cheloniceras
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(C.) shimizui NAKAI et HADA, 1966と Ancy-

loceras giganteum Y ABE et SHIMIZUを“持井砂

岩”から報告している．この砂岩は傍示層に舟せられ

ていたが，化石産出地点から判断すると，巾居(1968)

の見解では，羽ノ浦層に帰せられる可能性が強い． と

ころが， SHIMIZU(1931)は羽ノ浦地区の“羽ノ浦頁

岩"から上部ネオコミアンを指示する Pulchelliacf. 

ishidoensis y ABE et SHIMIZUとPseudothu切 iania

hanouraensis Y ABE et SHIMIZUを報告している．

両種の産出は，今日の知識では，下部パレミアンから

上部オーテリビアンを示唆するであろう (BUSNARDO,

1965). また中野・沼野の＇情報（栖本は見せて頂いて

ない）によると，大型の ancyloceratidsが産してい

る．模式地の羽浦眉と勝浦川のいわゆる羽浦層とは時

代が異なり，同一累層でない疑いがある．

6b. 物部川盆地と高知盆地：本地域産下部白亜紀

アンモナイトについては，平田茂留氏コレクションを

初めかなりの資料が菩精しているが，それらの正確な

同定・研究も今後の課題であろう（平田， 1974). 松

本は高知県物部川上流の上韮生村ウケ子の北西で，物

部）I! 層群最上部の黒色頁岩からの故藤田旭の採集品中

に Mortoniceras(Durnovarites) sp. を認めた．高

知盆地北西の万々の西方に当たる開花谷と和田山産の

ァンモナイトについて，甲藤次郎氏の依頼により小閉

が鑑定した結果， 11種が識別された．そのうち注目す

べきものとしては， Karsteniceras(?) cf. asiaticum 

(YABE et SHIMIZU)'Crioceratites (C.) sp. aff. 

lwechini recticostata (SARKAR), Crioceratites spp., 

Barremites (B.) difficilis (D'ORBIGNY), Silesites 

(?) sp., Holcodiscus (?) sp. などがある．化石の

保存状態が不良なのは残念であるが，上記の組み合わ

せは下部バレミアンを示す． これらの化石産地を含む

地園は，従来は物部川層上部すなわち宮古統で，萩野

相当層とされていたものであるから，新知識に基づき

時代論を改訂する必要がある．

6c. 四万十地域：この地域の白亜系は，地質構造の

複雑なことや化石の産出がまれなために，正確な層序

を立てるのが困難である． しかし，まれながら産する

ァンモナイトは，時代の決定や堆積相の推定上，貴重

な資料となっている．土佐市浅井産の Diplasioceras

tosaense (MATSUMOTO et HIRATA, 1969)や土佐

市北山産の Dipolocerassp. aff. fredericlisburgense 

SCOTT (MATSUMOTO et al., 1952) は，アルビア

ン上・中部を示す．両者とも壊れ易い住房を保存して

いることは静かな堆積状態を示す．高岡郡上分村樽か

ら産した Kazanskyella(?) japonica (MATSUMOTO 

et al. , 1952)は，果たして上部アプチアンを示す

Kazanskyellaか，上部アルビアンの Stoliczkaiaか

疑問がある．最近，高知市横浜の半山層の粗粒砂岩か

らアンモナイト Lytoceratinagen et sp. indet. が

報告されたが，この半山眉の東方延長に当たる浦戸

湾東側の大平山山麓からは Orbitolinalenticularis 

(LAMARCK)も知られており，半山層の時代は宮古統

とされる（甲藤・小畠， 1975).

6d. 愛媛県広見町付近：本地域に分布する近永層

（寺岡・小畠， 1975)の砂質泥岩から， Cheloniceras

(C.) shimizui NAKAI et HADAとC.(C.) sp. aff. 

minimum CASEYとが記載されている (NAKAIand 

HADA, 1966). これらは下部アプチアンを示し，四万

十層群産のアンモナイトのうち最占の時代を示してい

る．従来から指摘している通り，四万十帯産のアンモ

ナイトは，多くの場合，・装飾の強い，通例，浅海成囮

によく産する部類のものであることは注意すべきだが，

殻の潔流の可能性・随伴化石の種類・堆積相の性状と

も併せ考慮して検討しなければならない．

7, 南九州

7a. 山部：大分県下の下部白亜系アンモナイトとし

ては， NODA (1972)が従来非海成の領石統とみなさ

れていた山部層埜底に近い頁岩から， Berriasellaaff. 

patula SCHNEID と Pseudoosterellasp. を発見し

記載した．両種は同一産地に共存するので，この事梢

は，北上山地の長崎層で， Berriasellaなどが上部バラ

ンギニアンに特徴的とされる属 Olcostephanussp. と

共存する事情と似る．山部層の中部層上部は領石型の

汽水性の軟体動物化石で特徴づけられる．

7b. 侃楯山：大分県の個楯山閤は，従来， 貝化石

から，宮古統上部階すなわちほぼアルどアンに相当す

るとみなされていたが， 近年その時代がさらにさか

のぼる資料が発見されて， 再検討が必要となってい

た. NODA (1976)は個楯山層中部層の泥質砂岩より

Ancyloceras (Ancyloceras) aff. vandenheckii As-

TIERを記載した．これは下部アプチアンないし上部

バレミアンを示す．

7c. 八代地方：八代南東から日奈久にわたる地域の

八竜山層・日奈久層・八代層にもアンモナイトが幾ら

か産する．八竜山層のは極めて不完全である． 日奈久

層からは， Pseudohaplocerassp., Colombiceras (?) 

sp., Cheloniceras (?) sp., Hamites sp. などが産

し，アプチアン上部と予想される．八代層はまれに

Hoplites sp. C又は Epileymeriellasp. Jゃ Engo-
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noceras sp. aff. E. stolleyi (BOEHM), Anisoceras 

sp. を産し，アルビアン中部または下部と考えられる．

熊本県八代東方の砥用閻下部唇からは， Eodouvil-

leiceras sp. aff. horidum と Diadochocerascf. 

nodosocostatiformeが記載された (MATSUMOTOet 

al. 1968). ほかに未記載だが Hulenitessp. , Hanii-

tes sp. を産する． これらは東北日本の宮古屑群平井

賀閤下部の上半と対比され，国際スケールではアプチ

アン最上部を示す．砥用閻は北限を日杵・八代構造線

で切られる．これより北には肥後変成岩や花岡岩が露

出し， さらに北には上部白亜系の御船層群がある．

7d. 天草地方：地迎的位置では，上記の南西に当た

る天草地方にも上部白亜系を主とする御所浦・姫浦の

両層群があるが，最近，御所浦暦群中部のIlb部暦か

ら， Mortonicerassp. aff. rostratum (SOWERBY) 

が発見記載され，同屑群の下半部はアルビアン上部す

なわち物部川上部四と同時代であることが判明した

(MATSUMOTO and TASHIRO, 1975). 

国際対比と本邦下部白亜系の区分

白亜系の国際的に使われている区分の原準尺度は，

主に英• 仏など西ヨーロッパで立てられており，部分

的には北米湾岸地域などに準棟準尺度がある．いずれ

にせよ， 日本からは古地理的に遠隔であり，そこで設

定されている化石帯区分が，果して日本の地層の対比

にそのまま利用出来るか否かについては，周到な注意

を払う必要がある．

他方， 日本の中では 1つの地域で白亜系全体の化石

層序が観察される所は無く，特に下部白亜系について

は散在的である．しかし，部分的ではあるが，アンモ

ナイトを層序的に次々と産する地域は幾らかある．

例えば前章記述中の ld (e,f,gで補足）， 2 a, 

3 a, 5 bなどはその例である． これらの地域での最

近の詳しい調査研究結果からみると，それと比較出来

る西欧の化石屈序と，階を幾つかに区分する程度の細

かさでよく対比出来，順序に狂いを生ずるような矛盾

が極めて少ないことが分かってきた．そのような場合

には，遠隔であるにもかかわらず，規準尺度との直接

的対比を試みることは許容される．

今ここでは，そういう国際対比の観点から，特に大

切な重要アンモナイトについて，総括的な論述を試み

る．同時に，その成果として決定される時代を区切り，

古い方から新しい方へという順に整理して説明してい

＜． この区分のまとめは，在来の区分名Kl,K2,K

3等を使い，それらを化石贋序学的に再定義する方向

で話を進めていく．

1. K 1 (高知統）与ベリアシアン・パランギニア

ン：本邦では 2Cの磯草・長崎圏のアンモナイトがそ

の代表で，それに相当するものは， 2dの鮎川屑， 2e 

の小山田層からも産する．また 7aの領石層下部に挟

在する頁岩閥アンモナイトのデータも重要である．

第3図中に主要種を示した. SATO (1959; 61a, b), 

TAKAHASHI (1973), T AKIZA WA (1970)は，これら

を海外（特に南米アンデス南部のに近似）と対比し，

ベリアシアンであることを述べているので， これに従

って表示した． しかし，属によってはバランギニアン

に延びるものや後者的のもの (Olcostephaunssp., 

Pseudoosterella sp.)を伴う事実があるので，国内で

のフィールド・ワークとともに，国際的にも論窺のあ

るベリアシアン階の規定問題 (SAKS,1975)に注意し

つつ，今後攻究する必要がある．

2. K 2 (有田統）与オーテリビアン・バレミアン：

Sbの有田層が代表層であるから， 同］晋虹頭足類化

石の国際対比上注目すべきものをまず述べよう． 有

田層の中部砂岩暦および上部シルト岩閉から産する

Anahamulina aff. subcylindrica (D'ORBIGNY)の

類似種は，フランスの模式地の下部バレミアンに産

する(BUSNARDO,1965). Heminautilus lallierianus 

(D'0RBIGNY)はフランスやブルガリアの下部バレミ

アンから報じられている (DIMITROVA, 1967). 有田

層の上部シルト岩層から知られる Paracriocerasaff, 

elegans (KOENEN)の類似種 (KOENEN,1902)は，

ドイツでは中部バレミアン下部の示帯化石種と目され

ている (KEMPERet al., 1974). 本屈より多産する

Shasticrioceras nipponicum MATSUMOTOの類縁種

は，カリフォルニアの LowerHorsetown眉群の上

部から下部にかけて産出する (ANDERSON, 1938). 

中・上部図より産出する Silesitesaff. seranonis 

(D'ORBIGNY), Nicklesia (?) sp., Pulchellia (?) 

sp. の存在は，むしろ中・上部層が，下部バレミアン

の上半から上部バレミアンの下半に相当することを

示すのであろう． 有田厨の最上部互閻部から産する

Barremites (Cassidoiceras) sp. aff. cassidoides 

(UHLIG) は類似種がブルガリアのバレミアン上部か

ら報告されている (DIMITROVA, 1967). B. (B.) cf. 

strettostoma (UHLIG, 1907; KARAKASCH, 1909) 

はフランスやコーカサスの上部バレミアンの下部から

知られる (BUSNARDO,1965; ERISTAVI and KHA・ 

LILOV, 1961). Heteroceras sp. aff. astieriの類似

種は世界各地で上部バレミアン下半の示帯化石種とみ
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なされている(BUSNARDO,1965). 結局有田屑の含頭

足類層準はヨーロッパのバレミアンを 2分した場合の

上部バレミアン下半から下部バレミアン上半にほぼ対

比される．層序的厚さを考慮すると，有田眉の下限は

下部バレミアンの下半ないしはオーテリビアン上部に

およぷ可能性がある．

3bの石堂屑も最近の研究により有田層と並んで

K2のアンモナイトを含む重要屑となった． 本開産の

Heteroceras sp. に類似の H.(H.) astieriはヨーロ

ッパ・コーカサス・アメリカ・コロンビアでは上部バ

レミアン下部の示帯化石種とみなされる(BUSNARDO,

1965). B. strettostoma はコーカサスにおける上部

バレミアン下部の重要な示準化石である (ERISTAVI

and KHALILOV, 1961)が，フランスの模式地 Angle

ルート沿いの上部バレミアン下部からも知られる

(BUSNARDO 1965). そこで石堂開上部は上部バレミ

アンの下部に対比されるであろう． 石棠屈下部から

は， Crioceratites(?) sp., Hoplocrioceras (?) sp., 

Simbirskites (?) kochibei YABE et SHIMIZUなどが

得られている．これらのうち，前2者の共存は下部バレ

ミアンの下部を示唆する. Simbirsl,itesの各種は上部

オーテリビアンの示帯化石種とみなされている (KE-

MPER et al. , 197 4). S. kochibei は元来 YABE,

NAGAO and SHIMIZU (1926) により山中“地溝帯”

の北西部にある石堂産として報告，記載されたもので

あるが， Simbirskitesは北方属であるので，本種につ

いては，良い標本を得て同定の再検討を必要とする．

いずれにせよ，石堂層の下限は上部オーテリビアンに

およぷ可能性があろう．

この外， 2cの大島屈， 3aの伊勢路ケ浦屑のアンモ

ナイトにも上記 2層のものを補うものがある．例えば

両層から産出している Crioceratites属は，現在 Cri-

oceratites亜属と Emericiceras亜属とに分けられて

いる (SARKAR,1955; THOMEL, 1964). 大島層の

C. ishiwaraiの形態的特徴は前者の方に類似し，地

質時代はバレミアンよりはむしろオーテリビアン上部

である可能性が強い．他方，伊勢路ケ浦眉の C.(E.) 

emericiは共存種とともに下部バレミアンの下部を示

す．バランギニアン上部，ォーテリビアン下部を明示

するものが未発見であり，また領石相（非海成暦）の

発達の著しいこともあって， Kl,K2の境界は日本で

はまだ正確には認定されていない．

3. K 3 (宮古統）＝アプチアン・アルビアン： Kl, 

K2に比し，本邦のK3は化石帯対比のレベルでかなり

正確に認定されている．ただし 1地城で K3全層序が

銀察できるという所はなく，宮占(2a) を初め，銚子

(3 a) ・北海道各地 (ld,e, f 等）• 四国・九州など散

在したものを継ぎ足して全体の層序が網める． なお

MATSUMOTO (1943)以来使われていた K3rは，セ

ノマニアン最下部であることが確実となったため，

MATSUMOTO (1977)は K4aの最下部に入れるよう

に再定義した.K3bはアルビアンを意味する．

アルビアン・アプチアンは海外特に英国の SPATH

(1923-43), CASEY (1960-64, 61)の研究により規準

となる化石帯区分が設定され，極めて明確に規定され

ている． このお蔭で， 日本の地層の対比も正確にいく

ようになったといえる．国際対比上重要なものにつき，

論述しておこう．以下，時代の古い方より新しい方へ

と記述する．

K3 al: 現状では， この時代（下部アプチアンの下

半部）を明確に認定できる資料はない．

K3 a2: 6dの Cheloniceras(C.) minimumは，

英国の下部緑色砂岩では下部アプチアンの上部を指示

する Deshayesitesdeshayesi帯から知られている．

(CASEY, 1961). 3 aの海鹿島円からは， Tropaeu箪

aff. bowerbanki ゃ Australicerasaff. gigas 

(SOWERBY) さらに Dufrenoyiaaff. dufrenoyi 

(D'0RBIGNY)などを産する． これらは下部緑色砂岩

の研究結果と比べると， 下部アプチアン最上部 Tro-

paeum bowerbanki帯に対比される．特に同化石帯の

下部 Dufrenoyiatransitoria亜帯に相当するであろ

う (CASEY,1961). 同じく上位の君ケ浜贋産の Che-

loniceras (C.) cf. proteus CASEYの類似種も英国

の T.bowerbanki帯で報じられている． さらに上位

の長崎昇附からは Cheloniceras(C.) meyendorffi 

(D'0RBIGNY) を産するが， 同種は T.bowerbanki 

帯の上部亜帯の示帯化石種である. 6aの“羽ノ浦層”

から産した Tropaeumcf. drewiの類似種も英国の

T. bowerbanki帯より産する．

K3 a3: この時代を明示する示準化石の資料は比較

的少ない. 6aの“羽ノ浦層"から報告された Chelo-

niceras (Epicheloniceras) cf. martinioidesの類似

種は英国の下部緑色砂岩では上部アプチアンの下部の

示帯化石種と目されている. 3aの酉明浦層は， K3a2

を示す下位の地屈に整合で重なり， Cheloniceras(E.)

sp. を産するので，本円もまた C.(E.) martinioidcs 

帯の一部に対比されるであろう．

K3 a4: この時代を明示する示準化石の資料も少な

い. lbのParahoplitessp. aff. maximumの類似

稲としては，英国の下部緑色砂岩では， P.nutfiel-
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densis (SOWERBY) が上部アプチアンの中部を代表 ゾ層群から Oxytropidocerassp., 1 dの中部エゾ層

する示帯化石種で，同帯上半の亜帯を P.cunning- 群からは Oxytropidoceras(Adkinsites) sp. aff. 

toni CASEYが代表している (CASEY,1961). 2 aの belknapiを産する. YOUNG (1966)は Adkinsitesを

田野畑層下怒からも Parahoplitesspp. を産し，上部 Oxytropidocerasから独立させ別属として扱い，その

アプチアンの中部が示唆される. • 時代をアルビアン中部ではなく，アルビアン上部の下

K3 a5: 2a の平井賀贋下部の下半からは Hypac— 綿とみなしている．テキサスはアルビアンのアンモナ

anthoplites subcornuerianus (SHIMIZU)を多産する イト帯が設定されている 1規準地であるので， YOUNG

が，これはドイツ・コーカサス・モロッコなどの上部 の見解は考慮に価すると思われるが，ここでは一応英

アプチアンといわれる地層から報告されている H. 国の SPATH(1923)の規準に従っておく．

multispinatus (ANTHULA) と極めて近縁である・ K3b3: le万字地域の中部エゾ層群主部の下位暦

H. subcornuerianusは Nolanicerasyaegashiと共 準より産する Mortoniceras(Deiradoceras) aff. 

存するが，この組み合わせは，下部緑色砂岩の上部ア albenseの類似穂は英囚の上部アルビアンの下部

プチアン上部の H. jacobi (COLLET), N. nolani orbignyi亜帯と varicosum韮帯から報告されている

(SEUNES)の組み合わせと類似する． 平井賀層下部 (SP A TH, 1923). 同地域の上位層準では M. (D.) 

の上半では， Diadochoceras nodosocostatiforme aff. balmatianum, M. (D.) cf. devonense, 111'. 

(SHIMIZU), Eodouvzllezceras matsumotoiなどが共 (Cantabrigites) imaii, Diplasioceras tosaense, 

存する．前者は西欧やマダガスカルの上部アプチアン Neophlycticeras aff. spathiなどが共存する．これ

最上部の示帯化石種 D.nodosocostatumと非常に近 ら各種ないし類似種は，ほとんどアルビアン上部より

緑である．後者の類似種はコロンビア・ロシア・フラ 報告されているものであるが，この組み合わせには若

ンス・カリフォルニア・ベネズエラなどの上部アプチ 干の問題が含まれている．例えば M. (Deirado-

アンから報告されている．結局．平井賀圏下部から田 ceras)各種は， 英国のアルビアン上部の下部すなわ

野畑閤最上部にかけては，上部アプチアンの上部に対 ちorbignyi亜帯から varicosu加亜帯，時に auritus

比できよう． この時代に相当するものとして，外に 亜帯下部に産する．一方， Diplasiocerasはしばしば

も， 7c砥用層下部層の D.cf. nodosocostatifonne, Dipolocerasの亜展とみなされ，従来少くともマダガ

Eodouvilleiceras sp. aff. horidum などの産出， スカルや日本産の各種はアルビアン中期の指示者とさ

4の戸台暦より Diadochoceras(?) sp., Hypacan — れていた． しかし，典味深いことに， Diplasioceras

thoplites sp. などの産出が知られる． の特徴はアルビアン中期の Dipoloceras を含む

K3 bl: 2aの平井質囮上部の大部分ないしはオル Mojsisoviciinae と後期後半の Mortoniceratinae

ビトリナ相の上部からは示準化石が未発見であるが， との中間的特徴を示す点がある． 次に Mortoniceras

閤序的に考えると Leymeriellaの産出が期待される. (Cantabrigites)の各種は，英国ではアルビアン最上

平井賀眉最上部ならびにその上位にくる明戸贋からは， 部からのみ知られている. ld, le, 1£ 産の M. (C.) 

英国の下部緑色砂岩の下部アルビアン上部の示帯化石 imaiiとされるものは， 英国のアルビアン上部の

種 Douvilleicerasmainmillatumを産するので，宮 aequatorialis亜帯より知られる Hysterocerascari-

古間群の上限は，下部アルビアンの上部であろう. natum SP A THなどとも酷似する点があって，今後の

ldの下部エゾ屈群から Douvilleicerassp., 1 iから 古生物学的検討が必要である． いずれにしろ Dip/a-

も D.sp. aff. mammillatum paraeocox CASEY siocerasと M. (Cantabrigites)のうち， ある種の

が発見され，ほぼ同様の時代が推定される． 生存期間はそれぞれ上下に延長していて， ともにアル

K3 b2: この時代と確認される資料は比較的少ない． ビアン後期の前半で共存した可能性が予察される．

ldの下部エゾ層群から Dipolocerassp. aff. pseu- D. tosaenseと M.(Deiradoceras)各種との共存は

daonゃ Lyellicerascf. lyelliを産し， 6cの四万十 アルビアン後期の前半を指示するであろう. leの外

帯から Dipolocerassp. aff. fredericllsburgenseが ｝こ，例えば前者は 6cに，後者は ldと 1fからも知

知られ， 7cの八代眉からは Hoplitessp. , Engか られているので，上述の指摘は今後の時代論上重要で

noceras sp. aff. stolleyiなどを産する．これらの類 あろう．

縁種ないし類似種は，いずれも四欧を初め国際的に中 Desmoceras (P.) dawsoni shikokuenseは， 1C, 

部アルビアンの示準化石とされている. 1 C の下部工 e-gゃ6aなど各地から知られているが，時代決定に
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: .1 
旦図 日本の王要下部白止紀腔対比表

Tentative correlation chart of the Lower Cretaceous formations, 

indicating the stratigraphic occurrence of ammonites 
with a solid circle. Abbreviated formational names: 

TU= Toriakeura, NK= Nagasakihana, KH = Kimigahama, Al= Ashikajima 
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ぶ
Up. K3b3 

Albian Mid K3b2 

Low K3b1 

K3a5 Upper 
K3a4 

Aptian 
K3a3 

Lower K3a2 

Aptian 
K3a1 

Barremian K2b 

Hauterivian K2a 

Valanginian K1b 

Berriasian K1a 

Fig. 3. 

有効である．本種はカリフォルニア，プリティッシュ

コロンビア，アラスカのアルビアン特に上部アルビア

ンより産する. 6aより産する Mariellasp. aff. 

cantabrigiensisの類似種は， 英国の上部アルビアン

より産出し，ョーロッパ・マダガスカルの上部アルビ

アン産M.gresslyi (PICTET et CAMPICHE)とも似

た点がある．最後に，アルビアン・セノマニアン境界

辺りに対比し得る興味あるアンモナイト群が，北海道

添牛内・シュマリナイ地域に知られている（橋本ら，

1965)が，これについては MATSUMOTOand !NOMA 

が記載中であるから，本論文では省く．

結 語

以上に論述してきた日本の下部白亜系対比試案を第

2図に，各区分の重要種を第 3図に要約して示す．第

Desmoceratacea 

Desmoceras (Ps印 douhligella)dawsoni shikokuense 
Puzosf昌 subcorbarica,Hulenites aff. alaskana 

Desmoceras latidorsatum 

Desmoceras sp. 
Hul1tnit1ts spp. 
Val dedorsella getulina 

Valdedorsella akuschaensis 
Uh/igella matsushimensis 
Miyakoceras hayamii 
M. lanohat•ns• 

Barremites (B.) aff. strettostoma 
B. (1:assidoiceras) aff. cassidoides 
B. (B.J aff. difficilis, Silesites aff. seranonis 

HB. 、(lRcoads1psailic•ras) Uahffli. gcia assida 
0 CUS sp. Sp. 

.... 一• ■ " ,,_  .'....  ー■- ' . ' ' ー . . ' "■9●

Thurmanniceras isokusense, 0/costephanus sp .. 

Berri曇sellaakiyamae, Berriasella aff. patura, 

第 3図 日 本 の 白 亜 紀

Lower .Cretaceous ammonite indices in Japan. 

3図は，白亜紀前期の各階における示準化石を，平滑薄

殻型・装飾厚殻型・緩巻きまたは異常巻き型アンモナ

イトの 3型に分けて表示したものである． この区分は，

松本 (1967, 69)が白亜紀後期の示準化石について

例示したように，それぞれ遠洋公海域・陸棚浅海域に

卓越するもの， それらの中間相あるいは底相に多い

ものという区分（松本， 1965) にほぼ対応しており，

いろいろな地質学的環境下にある世界の下部白亜系に

とって，国際対比上，有効なものであると信ずる．ま

た，この区分は，環境要因と関連したアンモナイトの

進化様式とも関係があり（松本， 1964b),今後のそう

いう方向の研究の基礎となるよう念願する．

日本の下部白亜系を通覧してみると，バランギニア

ンからオーテリビアン，および下部アプチアンについ

ては，資料が特に不足している．それは領石型汽水相
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Hoplitaceae Ac ant hocerataceae Lytoceratina 

Mortoniceras (Cantabrigites) imaii, M.(Durnovarites) sp. Mariella (M.) aff. cantabrigiensis 
M. (Deiradoceras) aff. balmatianum、M.(Mortoniceras)aff.rostratum Hamites (Psilohamiles J sp. 
Hysteroceras sp.、Neoph/ycticerasaff. spat hi、Diplasiocerastosaense H. (H.) cf. dup/ica tus 

Pseudohelicoceras aff. spinosum 
Hamitoides sp. 

Dipo/oceras aff. fredericksburgense、Engonocerasaff. stolleyi Kossmalella sp. 
Oxytropidoceras (Adkinsites) sp., Hopliles sp. Ammonoceratites ezoensis 

Douvilleiceras mammilfatum Plctetia sp. 
Pseudoleymeriella hataii Hamites sp. 
P. hiranamensis 

Diadochoceras nodosocostatiforme, Eodouvilleiceras ma rsumotoi Hamites sp. 
Hypacanthoplites subcornuerianus, E aff. horidum Ptychoceras sp. 
Notaniceras yaegashii 
Parahoplites aff.maximum 
Cheloniceras (Epicheloniceras) cf. martinioides 

Cheloniceras (C) meyendorffi Tropaeum aff. bowerbanki 
C. (C.J cf. proteus, Dufrenoyia aff. dufrenoyi T. cf. drewi 
C. (C.) minimum, C. (C.) shimizui Austra/iceras aff. gigas 

Ancyloceras giganleum 
A. aff. vandenheckii 

Hamulina aff. subalternata、 Heteroceras aff. as/ieri 
H. spp. 

Anahamulina aff. subcylindrica, Shasticrioceras nipponicum 
Nick/esia (?) sp. A. cf. subcylindrica、 Paracrioceras aff. e/egans 
Pulchellia (Caicedea) sp Crioceratites (/:mericiceras) cf. emerici 
P. ishidoensis .''.'  

Pseudothurmannia hanouraensis, Crioceratites (C.) ishiwarai 

Perisphinctaceae 
―’’’’’’’  

Pseudoostere/la sp., Kilianella sp. Parakilianella umazawaensis 

Spiticeras (SJ cf. binodiger 

前期主要アンモナイト属種

(Read Protacanthodiscus akiyamai for Berriasella akiyamae.) 

の発達や造山運動による不整合の介在など地質学的理

由もあろうが，化石の探究不足によることもあろう．

今後の研究がさらに望まれる所以でもある．

本研究を行なうに当たっては，既出版，未出版を問

わず，多くの方々が調査に御協力下さり，あるいは貴

重な標本を提供して下さった．また，諸研究機関には

種々の御便宜を頂いた．御尊名は各論文中に明記する

が， ここに心から厚く御礼申し上げる．なお，本研究

の一部は文部省科学研究費によっている．
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